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佐久間佐織	他 :看護学部における新入生セミナーの活動
ラルを継続することにより、この営みが本学部
の文化として醸成されていくことを期待したい。
今後の課題は、新入生セミナーについての評
価が十分為されていないため、新入生や在学生
スタッフに対する効果を量的、質的な視点から
検証する必要がある。また、大学・学部が運営
する新入生オリエンテーションにおける新入生
セミナーの位置づけを明確にし、セミナーの目
的を再確認すること、学生支援活動として、ア
ドバイザー教員制度との連動について検討して
いく必要がある。
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